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１．はじめに 

 石炭灰粒状材は，石炭火力発電所から産業副産物として排出されている石炭灰に，水，セメントと少量の

消石灰を混入して作成する新しい材料である１)．この石炭灰粒状材は粒径が数 mmの小粒体の集合した団粒
構造であり，多孔質で表面積が大きく保水性に優れている２）．本研究では，この石炭灰粒状材の路面温度軽

減効果を定量的に明らかにするために，屋外に設置した試験盛土の温度や水分特性等を測定し，一般的な天

然路盤材料であるクラッシャーランと比較した． 
２．計測方法 

 図-１は，計測機器配置図を示す．石炭灰粒状材とク

ラッシャーランからなる盛土はそれぞれ縦横２ｍ，高

さ 0.3 mである．盛土は香川大学工学部敷地内の建物
による日陰の影響がない場所に設置した．ウェザース

テーションでは風速,日射量，気温，土壌水分を測定し，

ＡＷＳでは長波・短波放射量，地中熱流量，土壌熱特

性を計測した．土壌空気の温湿度は小型ロガーで計測

した．熱電対はＰＣ接続したデータロガーに接続して

おり，常に温度変化の確認が可能である．観測は 2006

年 8月 4日から 9月 12日の約 1ヶ月間実施した． 

３．計測結果 
図-２は，8 月 31 日から 9 月 4 日の計測結果を示す．なお，8 月中旬以降の降雨により盛土の体積含水率

はすでに高く，湿潤状態であった． 
１）気象条件（日射量と気温） 

 8月 31日から 9月 1日の夜間において降雨(41 mm)があり，両日は雲により日射量が低い値を示していた
が，9月 2日以降は晴天が続いた．なお，図-２に示した測定期間中の平均気温は 27 ℃，平均日射量は 348  W/ 
m2であった．  
２）熱電対による温度差 

 温度差はクラッシャーランの温度から石炭灰粒状材の温度を減じた値を示す．日中の日射量の増加にとも

ない，温度差も増加しており，最大で約 8 ℃を記録している．温度差が正の値であることから，石炭灰粒状
材の地温がクラッシャーランの地温よりも低いことがわかる．このことは，石炭灰粒状材がクラッシャーラ

ンに比べて温度低減効果が高いということを意味している． 
３）土壌体積含水率 

 石炭灰粒状材はクラッシャーランよりも，いずれの深度においても高い土壌体積含水率を示している． 8

月 31日から 9月 1日にかけての降雨によって，両試料とも土壌体積含水率は上昇しているが，降雨後の晴天

時において試料の違いによる土壌体積含水率の変化が顕著である．石炭灰粒状材はクラッシャーランに比べ，

降雨ピーク後短時間で試料中の土壌体積含水率が安定している．これは，石炭灰粒状材が土壌中の水分を吸

収してしまったためだと考えられる．このことは，石炭灰粒状材の高い吸水性による２）といえる． 
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クラッシャーラン 石炭灰粒状材 
図-１ 計測機器配置側面図  
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図-３ 地表面の熱収支 
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図-２ 連続測定結果(2006 年 8 月 31 日～9 月 4 日) 

 ５）放射量 

図-３は，9 月 2 日の 13 時 47 分前後における正味放射量

Rnと地中熱流量 Gの比較を示す．石炭灰粒状材の Rnは 621 
W/m2であり，クラッシャーラン（544 W/m2）よりも大きな

値をとった．ここで，1 cm深さの地中熱量 Gはほぼ同じ値
（90～100 W/m2）を示しており，地表面での熱収支式におけ

る潜熱と顕熱を合わせた量（Rn－G）は石炭灰粒状材の方が
大きくなる．しかし，地表面温度は石炭灰粒状材の方がクラ

ッシャーランよりも低い．つまり，石炭灰粒状材の高い保水

性により，正味放射量の大部分が潜熱エネルギーとして使用されたと考えられる．なお，このとき，上向き

長波放射量は地表面温度の高いクラッシャーランの方（541 W/m2）が石炭灰粒状材（530 W/m2）よりも大

きく，Rnにはアルベドの違い（上向き短波放射量の違い）の影響が大きいことがわかる． 
４．まとめ 

 今回実施した屋外試験において，石炭灰粒状材の地表面温度はクラッシャーランよりも低い温度であった．

このとき，石炭灰粒状材中の土壌体積含水率がクラッシャーランより多いことから，土壌中の水分が蒸発す

る際に気化熱として熱エネルギーが使用されていると考えられる．したがって，本研究により，石炭灰粒状

材はクラッシャーランと比較して地表面温度を低減する特徴を有している結果が得られた． 
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※雨量データは高松地方気象台のデータを参照 
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